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研究成果の概要（和文）：本研究において、近代日本文学におけるフランス象徴主義の影響について私たちは精査した
。その結果、日本文学の歴史のなかで、この影響はあまりにも強大であったため、明治から昭和後期に到る100年以上
のあいだ決して消滅することがなかった、ということが分かった。この事実は、近代日本におけるフランス文化の位置
・状況とその意味を考えようと望むあらゆる者にとって非常に重要である。

研究成果の概要（英文）：The present study focuses on the influence of French Symbolism on modern Japanese 
literature. As a result of our close examination, we came to the following conclusion : French Symbolism 
had an enormous impact in modern history of Japanese literature, and its enduring influence never 
diminished for over a century from the Meiji era to the late years of the Showa period. This finding is 
vitally important for anyone who strives to characterize French culture in modern Japan and identify its 
significance.

研究分野： 人文学

キーワード： フランス象徴主義　近代日本　上田敏　小林秀雄　マチネ・ポエティク　翻訳　近代詩
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１．研究開始当初の背景 
主に比較文学研究の領域において、近代日

本文学におけるフランス象徴主義受容に関す
る研究はこれまでも幾つかなされて来たが、
これらの研究は主に文学的・美学的な部分に
力点を置いていたように思われる。しかし、
これからの研究に望まれるのは、時代との関
わり――それは主に戦争などによって生じた
政治・社会状況の劇的な変化であろう――を
一層重視した、より実証的な分析作業ではな
いかと思われる。そのような観点に立ち、本
研究においては、これまでの研究成果を踏ま
えながら、次の段階の研究状況を開き、近代
日本文学の在り方についての新たな視点を提
示することを考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、近代日本文学におけるフ

ランス象徴主義の受容の実態を総合的に解
明することであった。つまり、明治・大正・
昭和初期における日本文学の諸相において、
フランス象徴主義文学の影響下に誕生した
幾つかの日本文学作品、あるいは作家自身の
行動が、近代日本文化を形成する過程でいか
なる意味を持ち、いかなる役割を果たしたの
かについて、特に戦争（日露～第二次世界大
戦）との関わりを重視しながら、具体的かつ
詳細に検討することを目指した。 
そうすることにより、近代日本文化の成立

過程において、極限状況の中で西洋文化が果
たした役割の意味を検討すると同時に、西洋
文化を受容しつつ発展してきた日本文化の
根源にある要素を明らかにすることを目指
した。 
 
３．研究の方法 
（１）本研究は、研究代表者と三人の研究分
担者の計四人による共同作業で進めていった
。ここで行う研究は研究代表者が主宰する研
究会や比較文学会などの諸学会で発表し、他
の関連分野の研究者の意見を仰ぎつつ、検討
作業を進めていく、という形になった。 
 
（２）研究を進めるに当たり、研究代表者は
2010年に「日仏文化交流史研究会」（事務局：
東北大学国際文化研究科坂巻研究室）を立ち
上げ、これをこの共同研究の基盤とした。こ
の研究会はホームページを開設し、研究の状
況を逐次公開することにした。 
 
（３）この研究会の会合という形で、年間一
、二回、研究代表者、研究分担者が東北大学
、あるいは学習院大学に集い、当該の研究内
容についての報告を行い、それを基に討議を
するという形態を取った。内容は研究会のホ
ームページ上で報告し、研究報告書として公
刊した。 
 
（４）また、4年度目の最後には公開シンポジ
ウムを実施し、多方面から集った聴衆と共に

討議をするということを行った。最終的にこ
れは書籍としてまとめられ、公刊された。 
 
研究内容としてはおおよそ以下の4点を扱っ
た。 
 
① フランス象徴主義の導入 
・上田敏『海潮音』（1905年）を初めとする翻
訳詩が発表された明治時代における文学界の
状況の分析 
 
② 翻訳から実作へ  
・蒲原有明『有明集』（1908年）、北原白秋『
邪宗門』（1909年）と時代状況との関わりの分
析――日露戦争との関わりから―― 
・永井荷風『珊瑚集』（1913年）におけるフラ
ンス象徴主義の移入状況の分析――第一次世
界大戦との関わりから―― 
 
③ 日本近代詩の完成 
・堀口大學『月下の一群』（1925年）の影響下
における日本近代詩の完成（高村光太郎、萩
原朔太郎、三好達治への影響）とその時代状
況の分析――戦間期との関わりから―― 
・中原中也とランボーの影響関係における時
代的背景の分析 
 
④ 太平洋戦争時における文学者たちの行動 
・小林秀雄におけるヴァレリー受容と戦争の
関連の分析 
・マチネ・ポエティック派（福永武彦、加藤
周一、中村真一郎）における戦争の意味 
 
４．研究成果 
このテーマの研究を進めるに当たり、公開の
講演会、非公開の研究会という形で活動を進
めて行った。具体的には以下のものを行った。 
 
（１）連続講演会 
『魅惑と離脱のはざまで――近代日本、戦争、
フランス文学』全二回 
・森本淳生（一橋大学）「意識の夢が覚めた
のちにひとは戦士となるのか？――小林秀
雄におけるヴァレリー受容の変遷」（於:東北
大学、2011 年 10 月 24 日） 
・岩津航（金沢大学）「福永武彦と象徴主義
絵画」（於：東北大学、2011 年 12 月 2日） 
 
（２）公開研究会 
・渋谷豊（信州大学）「野生児と海――日本
におけるランボー受容」（於：学習院大学、
2012 年 11 月 17 日） 
 
・杉山直樹（学習院大学）「記号の手前に/イ
マージュの彼方に――「象徴主義」とベルク
ソンとの交錯をめぐって」（於：学習院大学、
2013 年 6月 15 日） 
 
（３）非公開研究会 
・高橋梓（東北大学専門研究員）による発表 



・本多遥（東北大学博士課程）による発表
（於：東北大学、2014 年 12 月 5日） 
 
このような講演会・研究会を通して、ラン

ボー、ヴァレリーなどによって体現されたフ
ランス象徴主義文学の精髄が、小林秀雄、福
永武彦、金子光晴といった近代日本を代表す
る文学者たちに受容されていく様を確認し
た。そのような状況に関して、研究代表者、
研究分担者による研究報告書『近代日本にお
けるフランス象徴主義』を 2013 年 3 月に刊
行し、関係者に配布した。その内容について
は 5に詳述する。 
 
（４）シンポジウム 
これらの一連の研究活動をまとめるため

に、2015 年 3月 14 日、15日の 2日間に亘り、
シンポジウム『近代日本におけるフランス象
徴主義――受容・模倣・創造』を学習院大学
において開催した。これは本研究を幾つかの
テーマに分けて分類し、各発表者による報告
の後、フロアーを交えて討議するというもの
であった。そのプログラムは以下の通りであ
る。 
 
セッション I：明治大正期における受容 
・渋谷裕紀（新潟大学）「蒲原有明における
象徴詩の受容――『有明集』「豹の血」を視
点として」 
・堀まどか（嶺南大学校）「野口米次郎にお
ける象徴主義受容」 
・大出敦（慶應義塾大学）「象徴の森のなか
の詩人大使――ポール・クローデルの日本経
験」 
 
セッション II：マチネ・ポエティクの時代 
・田口亜紀（共立女子大学）「中村真一郎に
おけるネルヴァル」 
・西岡亜紀（東京経済大学）「福永武彦にお
けるボードレール――「規範」としてのフラ
ンス詩」 
・岩津航（金沢大学）「加藤周一とヴァレリ
ー――知性の仕事としての象徴主義」 
 
特別講演 I 
・柏倉康夫（放送大学）「堀口九萬一と大學、
二人のフランス詩翻訳」 
 
セッション III：模倣？それとも創造？――
ボードレールの場合 
・坂巻康司（東北大学）「萩原朔太郎とボー
ドレール――感覚と声の詩学」 
・釣馨（神戸大学）「梶井基次郎とボードレ
ール」 
 
特別講演 II 
・野村喜和夫（詩人）「ランボー受容史――
中原中也から私の詩作まで」 
 
セッション IV：象徴守護の超克？ 

・森本淳生（一橋大学）「＜球体＞脱出のも
うひとつの夢――小林秀雄における象徴主
義の超克」 
・立花史（早稲田大学）「新しき詩作――田
邊元とマラルメ」 
・寺本成彦（東北大学）「寺山修司における
ロートレアモン」 
 
このシンポジウムはその後、各執筆者による
加筆を経て一冊の本『近代日本とフランス象
徴主義』としてまとめられ、水声社より 2016
年 3 月に刊行された。その内、研究代表者、
研究分担者による論考は 5に記載する。 
 これらの一連の研究活動を通して、近代日
本におけるフランス象徴主義受容の大まか
な流れを掴むことができたと言えよう。あと
は個々の事例について更なる考察を続けて
行くことが、近代日本文学の状況を究明する
ための課題であると言えるだろう。 
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